
場所 東京外国語大学
　　 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1、西武多摩川線「多磨」 駅下車 徒歩5分）

[お問合せ] 
東京外国語大学 広報・社会連携課
（TUFS Cinema担当） 

TEL  042-330-5441
　     （平日9:00-17:00 12:00-13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp 

2024年

13:30上映開始 （開場13:00、終了予定17:00）
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ム

 7月 21日

TUFS Cinema とは・・・・・・

東京外国語大学TUFS Cinemaは、
映画を通じ、世界の諸地域における
社会･歴史･文化の理解を深めることを
目的としています。

日本では台湾ニューシネマが再注目
されると同時に多様な表現で発展を
続ける新しい台湾映画にも関心が高
まっています。本上映会では、台北
駐日経済文化代表処・台湾文化セン
ターとの共催で最新の台湾映画を上
映し、台湾社会と台湾映画のいまを
紹介します。

共催    東京外国語大学 TUFS Cinema
　　台北駐日経済文化代表処台湾文化センター
　　Cinema Drifters
　　大福
協力   東京外国語大学多言語多文化共生センター

※事前登録がなくてもご来場いただくこ
とは可能ですが、事前にご登録いただく
とスムーズにご入場いただけます。
定員を超える場合は、事前登録を済ませ
た方を優先させていただきます。

上映日時

アズマリ
－声の饗宴－

詳細は TUFS Cinema ウェブサイトにて
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映画 『 少年と少女 』  本編上映 (13:30-15:50)
上映後トークとQ&A (16:00-17:00)
　許立達 （監督）
　三澤 真美恵 （日本大学文理学部教授）
　司会   倉田 明子 （東京外国語大学准教授）

台湾文化センター
台湾映画上映会 2024

【日】

少年と少女
A BOY AND A GIRL

入場無料
事前登録

学内者特別枠
(正規学生、教職員）
（先着80名)
大学アカウントでGoogleログインしてフォームに
アクセスしてください。

アズマリ
－声の饗宴－
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あらすじ
寂れた海辺の小さな町で、無気力な14歳の少年は傷心の少女と
出会う。少女とフットボールのコーチとの秘密の関係を知り、この
町から出たくてたまらなかった少年は、少女にコーチから金をせ
しめる計画を持ちかける。だがこの素朴な計画は失敗した。それ
でも、ひとたび心にわいたこの地を離れたいという願望は、もは
や消すことはできない。すべてから逃げ出すために、ふたりはある
方法で金を稼ぐことを思いつき、大人たちの酷い世界に踏み込ん
でいく…。

2023年／台湾／140分／中国語／日本語字幕／原題  少男少女
A Boy and A Girl

上映日
2024年7月21日〈日〉 13:30上映開始（13:00開場、17：00終了予定）

◆JR中央線「武蔵境」駅のりかえ  西武多摩川線「多磨」 駅下車  徒歩5分（ＪＲ新宿駅から約40分）
◆京王電鉄「飛田給」駅北口より多磨駅行き京王バスにて約10分 「東京外国語大学前」下車

交通アクセス

会場
東京外国語大学 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1）

お問い合わせ
東京外国語大学 広報・社会連携課（TUFS Cinema担当）
TEL　042-330-5441（平日9：00～17：00  12:00～13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp
Facebook  @tufscinema.pr　 X(Twitter) @tufscinema

入場無料／事前登録はこちら
https://sanda.tufs.ac.jp/event/tc240721form/

監督・脚本　許立達
攝影　陳克勤
音楽　盧律銘
製作　嘉揚電影有限公司
出演　胡語恆　尹茜蕾　管罄　李銘忠　姚淳耀　張懷秋　ほか

本作について

初監督作品『背景』（2011）以来、青少年の教育や家庭の再構築
などの問題に焦点を当ててきた、許立達監督の初の長編映画
である。釡山国際映画祭2023のA Window on Asian Cinema
部門入選。
本作は、14歳前後の少年少女の極めてプリミティブな欲望や感
情を主題とする。人格が無秩序に形成されていく様を描きなが
ら、家族からの自立を恐れる気持ち、男であり女である彼らが
母親、父親に抱く愛着と欲望、善悪についての厳密な論理の欠
如、愛や性の曖昧さや無謀さを理解する過程を表現する。台湾
の周縁地域、下層社会が抱えるさまざまな問題点を描き出す
が、それは日本社会にとっても全く無縁ではないかもしれない。
本作の主演ふたりは俳優の経験が全くない素人から選ばれた。
胡語恆は2023年第60回金馬奨で最優秀新人俳優賞にノミネー
トされるなど、注目を集めている。

台湾文化センター 台湾映画上映会 2024

許立達 （監督）
三澤 真美恵 （日本大学文理学部教授）

上映後トークとQ&A 

少年と少女

学内者特別枠
(正規学生、教職員）（先着80名)
大学アカウントでGoogleログインしてフォームにアクセスしてください。


